
(ヒスチジン)6 (6aa, HHHHHH)
5'-CACCACCATCACCACCAT-3'

あるいは
3×FLAG ペプチド(22aa,DYLDHDGDYLDHDIDYLDDDDY)

5'-GATTACTTAGATCACGACGGAGACTATCTGGA
TCACGATATCGACTATCTAGATGACGATGACTAC-3'

HIV gag, pol, env, nef, rev, tat, vpu, vpr遺伝子
あるいは結核菌α抗原遺伝子、あるいはHHV8 K3, K5遺伝子

＜図１＞発現する融合タンパク質の構造を以下に示す。いずれも宿主等の病原性、伝達性を
　　　　増強するとは考えられない。なお、以下の(1)～(6)の各供与核酸はセンダイウイ
　　　　ルスベクター(図2)に個別に組み込まれる。

＜概要＞

別紙1

1. 外来遺伝子（供与核酸あるいはその変異体を単独あるいは融合した状態(図1))を
Ｖタンパク質欠損型センダイウイルスZ株の相補DNAをコードするプラスミドDNAの
NotI切断部位(図２)に挿入し、大腸菌を用いて増幅する。

2. 1.で得たプラスミドをT7 RNAポリメラーゼ発現ワクシニアウイルスを感染させた
動物細胞にセンダイウイルスタンパク質L,P,NPをコードするプラスミドと共に遺
伝子導入しウイルス粒子を再構成させる。

3. 2.の細胞を発育鶏卵に接種することによって組換えウイルス粒子を増殖させる。

4. 作製したセンダイウイルスを培養細胞に感染させ、その細胞あるいは培養上清から
精製したタンパク質を用いて、各タンパク質の機能を解析する。

拡散防止措置

P2又はP3

P2A(P2)又は
P3A(P3)

P2又はP3

P2又はP3

pV(-) SeV18+b(+)

N P LM HNF

GCGGCCGC CGTACGCCGTAG TAAGAAAAA CTT AGGGTGAAAG TTCATC GCGGCCGC

Not I 外来遺伝子 Not IEnd signal Start signal

End signal = センダイウイルスの転写終結シグナル
Start signal = センダイウイルスの転写開始シグナル

(図１に示す融合タンパク質
発現遺伝子はすべて ここ
へ挿入される)

＜図２＞センダイウイルス相補DNAをコードするプラスミド


